

















































































































































































































































































ターミナル会社とは、江陰港区にあるFuzhou International Container Terminal
（FICT）、Fujian Jiangyin International Container Terminal（FJCT）と青州港区
図２　中国（福建）自由貿易試験区の写真
出所：筆者撮影（2017 年 9 月 12 日）
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出所：筆者撮影（2017 年 9 月 12 日）
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７　福州港の競争力評価
　福州港における競争力については、林（2011）と韓・陳（2010）が評価を
行っている。
　林（2011）では、福州港は福建省の主要港湾であり、航路数、スループッ
ト、停泊数などの指標では厦門港に大きな差をつけられているが、港湾の自然
環境条件は優れており、発展の空間が大きいとしている。具体的には以下の通
りである。
●福州港の優位な点
　①恵まれている港の条件は、国家沿岸の重点港に発展することに良好な基礎
条件を提供している。
　②コンテナ取扱量の増加速度は厦門港や泉州港より高く、発展潜在力があ
る。
　③福州港が所在する都市の小売販売額は一定程度の市場消費能力があると判
断できる。
●福州港が劣っている点
　①航路数、万トン級の船舶の数が少なく、港湾の貨物量の水準と大型船舶の
入港の効率性に影響を及ぼし、国際船舶会社の開拓路線をどのように誘致
するのか、港湾会社、政府が注目しなければならない問題である。
　②経済背後地のGDP総額が少ない。船社誘致には、航路の開発と港の背後
の経済発展状况が密接な関係を持っている。GDP総額はその地域の貨物
のスループットと直接的に影響している。政府の計画によると、福州港の
直背後地は福州市と南平市、三明（南の永安、大田、清流、寧化４市県）
と寧徳市（北東部の福徳、柘栄、霞浦、寿寧４県）のほとんどが含まれて
いる。間接的には江西省の東部と湖南省東部、省内の三明市南部、莆田市
北部地域を含んでいる。莆田市と三明の貨物は泉州港、莆田港、厦門港に
分けられ、福州港の主な貨物源は福州市が中心であり、貨物のスループッ
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トの成長が制約されている。
　③港の背後の開発はまだ改善途上であり、交通ネットワークの密度は現在の
港の物流発展の需要を満たしていない。『海峡西岸経済区域高速道路網レ
イアウトの計画』「三縦八横」の主骨格、高速道路は計画中であり交通網
が開発中で、現段階では輸送コストが高く、大量の貨物が他の港から出さ
れている。同時に、一部の港湾運送体制が不十分で輸送効率が低い。
　④貨物スループットとコンテナ取扱量が少ない。福州港の貨物取扱量は泉州
港よりは多いが、コンテナ貨物は厦門港と大きな差がある。
　韓・陳（2010）では、福建省内の主要６港について、港湾貨物量、海岸線延
長、道路面積といった港口条件と工業生産額、第三次産業の割合、貿易額、一
人当たりGDPといった背後経済規模など、2007年の公的データを用いて港ご
とに得点化している。その結果、最も評価が高いのは厦門港であり、福州港は
第２位との評価であった。
　さらに、刘（2011）の論文も参照しながら、福州港のSWOT分析を行うと表
１の通り整理される。
強み（Strength） 弱み（Weakness）
○地理的優位性（台湾に近接）
○天然の良港
○周辺港よりコンテナ貨物の増加率が高い
○交通基盤の発展が迅速
○往来する客数が多い
○臨港工業 ･商業発展の可能性
○港の機能が単一
○総合管理能力が不足
○港口の総合発展規模が小さい
○経済を含めた発展速度が緩慢
○高速道路等のネットワークが貧弱
○航路数や大型船舶の寄港が少ない
○背後圈の制約
機会（Opportunity） 脅威（Threat）
○経済のグローバル化の進展
○海峡西岸経済区建設
○国家中枢港として発展
○水鉄連運
○厦門、泉州など周辺港湾との競争
○管理人材の不足
○港湾施設の貧弱性
○企業数が少ない
○貨物総量の不足（特にコンテナ貨物）
表１　福州港のSWOT分析
出所：刘（2011）の論文をもとに筆者による加筆整理
福州港の現状と発展に関する研究（男澤智治）
― 175 ―
８　おわりに
　最後にこれまでの文献調査や既存資料、インターネット等の情報を下に、福
州港の今後の発展に向けた方策について考察すると以下の５点が指摘できる。
　①江陰港区を中心とした港湾開発の加速化
　各港区にはそれぞれの機能が配置されているが、特に現代物流の機能を有し
ているのは江陰港区である。前述したように、江陰港区は、福建福清江陰経済
開発区（FJEDZ）のなかにあり、福州保税物流園区も整備されている。これら
の開発を早急に進めることで、製造業、流通業、ロジスティクス業の集積を図
り、大規模なロジスティクス基地を形成することが求められる。さらに、近年
のITを活用したスマート港湾８への取り組みも検討すべきである。
　②港区機能の高度化
　江陰港区はコンテナの遠洋幹線運送、松下港区は食糧・食糧油の集散基地、
閩江口内港区は近隣へのコンテナ輸送や台湾との旅客輸送、羅源湾港区は鉱
石・石炭などバラ貨物基地といったように各港区の機能を明確にし、高付加価
値型港湾を目指すことが重要である。また、福州港の行政範囲は福州市のみ
ではないため、行政の範囲を超えたグランドデザインを設計することが望まし
い。
　③台湾との連携強化
　前述したように、福州港は台湾基隆港まで149海里（約276㎞）しか離れてい
ない。地理的に近いため、福建の方言も通じる。2008年12月、福州港は台湾
の高雄港と基隆港との間で直行航路が開設されている。今後は中国の中西部の
省や市と台湾との貿易のなかで福州港が中継拠点となることが望ましい。特
に、最も近い台湾・基隆の自由貿易港区との連携協議を行うことが重要であ
る。
　④内陸部のさらになる開拓
　江陰港区では遠洋コンテナ航路が開設されている。ただし、近くには厦門港
現代ビジネス学会「九州国際大学国際・経済論集」第 3号（2019年3月）
― 176 ―
という大きなコンテナ港湾が存在し、背後圏の貨物が一部取られている。今後
はさらなる内陸部との連携を図るため、海鉄連運を強化する必要がある。幸い
にも習近平国家主席が推進する「一帯一路」構想にも合致する。
　福州港における海鉄連運は、2012年５月18日に武夷山から木造の板材（木材）
を積んだコンテナが馬尾港鉄道の専用線を通じて江陰港に運ばれたのが始まり
である。2013年の上半期には336個を取扱い、そのうち省外で282個、省内54
個であった（李（2013））。
　⑤現代物流に対応した人材育成
　刘（2011）は、現代物流に対応した人材を積極的に育成することを指摘して
いる。中国における物流の従業員は海外の物流従事者と比較し、知識レベルが
低く、全体の質、サービスの理念が劣っている。中国国内では香港、上海、深
圳には多くの優秀な物流人材が存在するが、福州港においても優秀な人材を育
成することで「知識物流」、さらには福州の物流を効率化することに繋がる。
　本研究では、既存資料、中国語論文やインターネット等の情報による整理に
留まった。今後は、基礎的な研究を踏まえ、福州港の港湾管理者やコンテナ
ターミナルの運営会社へのヒアリングを通じて福州港の発展戦略について詳細
に考察していきたい。
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【注】
１　福州市統計局（2017）『福州統計年鑑2017』
　http://tjj.fuzhou.gov.cn/zz/fztjnj/2017fztjnj/indexch.htm（最終閲覧日：2018年８月14日）
２　福建省福州港口管理局
　http://www.fzgkj.gov.cn（最終閲覧日：2018年８月14日）およびhttp://www.fpa.gov.cn（最
終閲覧日：2017年11月27日）
３　http://www.chinaports.com/monthlythruput/6/57/2017-11/port（最終閲覧日：2018年８月
14日）
４　厦門大学（2013）『江阴海港新城总体规划（2012-2030）環境影響報告書（簡本）』
　http://www.3mbang.com/p-346127.html（最終閲覧日：2018年８月14日）
５　福州保税物流園区
　http://fj.zhaoshang.net/yuanqu/detail/2189/intro（最終閲覧日：2018年８月14日）
６　福州港務集団有限公司
　http://www.fzport.com（最終閲覧日：2018年８月14日）
７　福港集箱（FCT）
　http://www.fct-fuzhou.com.cn/および
　http://www.fct-fuzhou.com.cn/uploadfile/2018/0409/20180409103655722.pdf
　（最終閲覧日：2018年８月16日）
８　ITを活用したスマート港湾とは、AIやIoT化など次世代技術を活用した港湾整備のこと
であり、釜山港では自律運航船舶や超高速海上通信網などを活用した第４次産業革命時代
のスマート港湾を造り上げる計画である。わが国においても政府の未来投資戦略に国際コ
ンテナ戦略港湾でAIターミナル化を実現するとしている。（日本海事新聞：2018年６月19
日、７月23日）
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